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要 約

17日齢のホルスタイン磁雌子牛が，神経症状を示した 病tfは頭部を左後方に折り 1111げて伏l乱姿勢を示し， 1時折自力

で起立したがすぐに倒れ歩行不能であった 宇1'級学的検査では右の対光反射，威嚇|舜き反射，IUi険反射，および音響耳

介反射がずjうたしていた.ビタミン B，およびデキサメサゾンの投与により第7病日に歩行可能となったものの左への斜

~I( 旋回が認められ，神経学的検査所見に改普は認められなかった 第7病日に病理解昔1Iを行い，肉眼的には総の断Tm

右fllllに直径 lcm大の限協を認め，嫌気培養にてFusobacteriumηecroPho打'l1Jlが検出された.左側への斜到，聴覚の消

失与のl悩事11経疾状は，椅の右側の股坊により内耳神経等の脳神経核が圧迫された結果出現したI~lji IIJ;i ~;!r-，平衡障害のた

めと考えられた. キーワード 脳幹部』世揚， .!jニ，Fusobacteriu11l necrophorum 
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1m出場は化膿伯細菌によってl脳実質内に股がltj引Iした

状態で l悩組織の破壊の程度，膿磁の大きさ そして』位

協の存在部位によって， 抑1昔Z，ヘッドプレス，失IYI，発

作なと:さまざまな神経症状を呈する病態である. 1腕版

協から分離される細菌としてはArca1lobacleriu11ltyo-

genesが肢も 一般的であり，他に Actinomycesbovis， 

Mycobacte円 11mbovisおよひ:'Fusobacte円 U1Jl necrotJzo 

rU11lなどが分離されることもある 細菌がIJ品に至る経協

としては1111行制の伝揃，および頭蓋'¥:1'のm傷や中耳炎あ

るいは内耳炎， 1民球の炎症，鼻咽E買を介する直接的なf云

怖が知られている.治療は抗生物質の投年により行う

が， 一般に予後は思い [1，2] 今回，脳神経症状を示

L，抗生物質投与に反応せずにデキサメサゾンおよびビ

タミン B，投与により症状が改善したものの，病理解印l

で脳幹部1際協が認められた子牛の症例に遭遇したのでそ

の概要を報告する

症 例

症例は北海道十勝管内で飼養されていたホルスタイン

fJ[雌， 17日齢の子牛で，急に神経症状が出現し，起立

不能となった (第1病EI).ペニシリンおよびカナマイ

シンの投与を行ったが症状は改普きれず，司i~ 4病日には

1211 図 2b に示した部位の CT[~i(~ . 股4Jjiの存

在部位を矢flJ(で示すa
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図2 a 病理解剖時の脳の外観外見に異常は認められなかった b aの実線での割面 摘の右側に直径lcm大の限

局した膿拡を認めた。

図3 股務部の病理組織像 a 左上に膿fg.が認められた (HE染色 x 4). b フィラメント状の閣体が認めりれた

(ワルチシスターリー染色 x 40) 

後弓反張が認められ， 予後不良と判断されたことから，

同日午後に帯広畜産大学に搬入された

搬入時の体温は 39.6t，呼吸数32回/分，心拍数80

回/分で心雑音は認められなかった.忠畜は頭部を左後

方に折り 1111げた伏臥姿勢をとっており ，1時折自力で起立

したものの，すぐに倒れるため歩行不能であった l吸乳

は可能であった.神経学的検査を行ったところ，屈1111反

射， I除蓋腿反射，皮筋反射なとの脊髄反射には若変は認

められなかったが，脳神経反射では右側の対光反射，威

嚇瞬き反射， 1削除反射，音響耳介反射がI~主性であった.

しかしながら， 左側の脳神経反射では奥'iivは特に認めら

れなかった.血液検査， 1血液生化学検査では白血球数の

上昇(15，800/μ t)， 特に好中球数の上昇 (59%， 

9，322/μ1))が認められたが，その他に若変は認められ

なかった. 11両脊髄液は淡黄色透明，白lIll球数300/μ1，

赤血球数6x 10'/μt)， TP は0.5mg/dl未満であり ，組l

菌検査を依頼した

帯広畜産大学搬入後は附乳を行い，第4病日から第6

病日までビタミン 8，(JOOmg， IV， SID)を，第5およ

び第6病日にデキサメサゾン (20mg，1M， SID)を投
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与 した.第7病 日には起立および歩行が可能となった

が，左への斜罫1および:'1tii回が認められ，右側の対光反

射，威嚇瞬き反射， 1恨l験反射，音響耳介反射には改善が

認められなかった 第7病日に大脳から延髄までの範囲

でCT検査(Asteionsuper 4，悌~東芝，東京)を行った

ところ，脳幹部右側に直後 lcm私立皮の，周囲と CT他の

異なる構造がイ}在した(図1). "1"耳，内耳を含むその他

の部位に異常は認められなかった CT検査の後に安楽

殺し病理解剖を行った

病理解剖では，大脳および小脳には外見的興怖は認め

られなかったが，析の内耳布11経核に相当する領域の断而

右側に賞白色の限を容れた直径 lcm大の限局した股坊

が認められた(図2)。その他の肉眼所見として右眼球に

角脱出湯および前l限房の白濁が認められた 脳幹部121湯

からtti汁を採取して細菌検査を依頼した 口腔，消化

省， 111'IJ蹴および内耳には肉眼的な呉市は認められなかっ

た

病理組織検索では肉眼病巣に一致して股拡が確認さ

れ，同部ではワルチンスターリー染色で陽性に染色され

るフィラメント状の細菌が多数認められた (図3).ま
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た，右側の三叉神経に軸索変性が，下垂体周辺組織で炎 病畜に複数の脳神経症状が認められたことから脳幹部

症細胞浸i閏および動脈炎が認められた 右眼球では角膜

において水路および炎症細胞浸潤が，結膜に炎症細胞浸

1問がそれぞれ観察された.

第4病日に採取した脳脊髄液からは，好気培養により

Staphylococcus属菌が検出されたが，嫌気培養では細菌

は分離されなかった 病理解剖時に採取した脳幹部膿蕩

からは，好気培養で少数のStaPhylococcusおよびStrep-

tococcus属細菌が，嫌気培養で多数のF.necro妙orum

の発育が確認された.

考 察

本症例では脳脊髄液から StaPhylococcus属細菌が，

脳幹部膿蕩から Staphylococcus属細菌，St.ψtococcus 

属細菌およびF.nec叩 phorumが分離されたが，膿蕩の

ワルチンスターリ-t1~色でフィラメント状の菌体が認め

られ，膿蕩の培養から多数のF.necroPhoru聞が分離さ

れたことから，膿蕩はF.necroPho問問によるものと考

えられた.F. necroPhon仰は口腔内およびJレーメン内

に常在する偏性嫌気性無芽胞菌でありレーメンの粘膜

損傷から血中に侵入し肝膿蕩を形成する また，子牛の

ジフテリア，壊死性口内炎・舌炎の原因となる他に [3]， 

脳膿揚の原因菌の一つでもある [1，4， 5].本症例では，

最初にF.necroPhorumの感染が起こり，これが橋に膿

蕩を形成したと考えられたが，脳幹部以外に膿蕩は認め

られず感染経路は不明であった.

本症例では第l病日からベニシリンおよびカナマイシ

ンの投与を行ったものの症状の改善は認められなかっ

た.第4病日の血液検査では，好中球数の増加を伴う白

血球数の増加が認められ感染症が示唆されたが，抗生物

質投与で症状が改善されなかったことから，第4病日か

らビタミン Bl，第5病日からデキサメサゾンの投与を行

い，第7病日には自力での起立および歩行が可能となり

症状に改善が認められた.症状改善の原因として，デキ

サメサゾン投与による脳浮腫の改善やビタミン Blによ

る神経症状の一般的改善効果などが考えられた.

右眼球では，角膜および結膜に炎症細胞の浸潤が認め

られたものの，F. necrothoru問菌体は観察されず，右

眼球炎症が脳幹部膿湯に波及した可能性は低く，角膜潰

蕩は脳幹部膿蕩により顔面神経核，内耳神経核が圧迫さ

れ，聴覚・平衡覚およひ1砕きが消失したために起こった

と推測された.また，聴覚，平衡覚，瞬きの消失の結果

として，威嚇瞬き反射，眼験反射，および音響耳介反射

が消失し，旋回および斜頚が認められ，動眼神経核の圧

迫により対光反射が消失したと考えられた.
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の異常を疑い，生前にCT検査を行った.撮影時に脳幹

部右側に周囲と CT値の異なる構造が認められたが，ア

ーティファクトと区別することが困難であった.牛にお

ける脳膿蕩については， MRlおよぴCTによる検出の報

告があるが，過去に MRIにより描出された脳幹部膿蕩

では横断像における面積が340mm'あり， CTにより検

出されたのは右側の脳室全体および実質の一部におよぶ

直径20-60mmの複数の膿蕩であった [5，6]，本症例

では膿蕩が直径lcm程と以前に報告された脳膿蕩に比

べて小きかったことに加え，膿蕩が骨に固まれた脳幹部

に存在しCTでは描出しにくい条件にあったことが，生

前の CT検査でアーテイファクトとの区別が困難であっ

た原因と考えられた.今後同様の症例を検査する際に

は，血管造影検査を同時に行うなどの改善が必要である

と考えられた.

本症例は 17日齢という若齢で脳神経症状を発症して

おり，また抗生物質に反応せずにステロイドおよびビタ

ミンの投与に反応したことから，脳幹部膿蕩とは診断し

にくいまれな症例であったと考えられる.複数の脳神経

症状が認められる若齢の症例では，臓帯炎や肝膿蕩など

の感染を示す所見や頭蓋骨の損傷が認められず，抗生物

質に反応せずにステロイドの投与により症状の改善が見

られる症例であっても，脳幹部膿蕩を考慮に入れなけれ

ばならないことが示された.

本症例報告の一部は帯広畜産大学教育研究改革・改善プロジ

ェクト経費により実施された.
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SUMMARY 

A 17-day-01d fema1e Ho1stein ca1f ex与ibitedthe following neuro10gica1 symptoms: the ca1f bent its neck to the 
1eft， turning its face backward and cou1d stand a10ne， but wou1d fall within a short time. Neuro10gica1 exami 

nation further revealed losses of pupi11ary light reflex， menace response， palpebral reflex， and hearing on the 
right side. After administration of dexamethasone and vitamin Bl， the calf was ab1e to wa1k on day 7 after the 
onset of symptoms; however， the head tilting and circ1ing to the 1eft cou1d not be norma1ized， and the ca1f 

showed no improvement in neurological symptoms. The calf was euthanized on day 7. and pathological 
changes were examined. An abscess (diameter， 1 cm) was found on the right side of the vertica1 section of the 

pons， and Fusobacteriu問削croPhoru削 wascultivated from the abscess. The clinica1 symptoms， inc1uding head 
tilting to the 1eft and hearing disturbance， were thought to be caused by the abscess pressing on crania1 nerves， 
inc1uding the vestibulocochlear nuc1ei.一一-Key words : brain stem abscess， cattle， Fusobacterium necropltorum 
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